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研究成果の概要（和文）：このプロジェクトの主な成果は、エメラルド出版から出版された『ジェンダー・バイ
オレンス、法、そして社会』という本の一部として発表された。3つの単著の章と3つの共著の章を執筆した。

さらに、ウクライナ戦争における性暴力の政治的影響について、国際的な問題に関する会議で論文を発表するよ
う依頼され、これに基づいて査読付きの論文も発表した。研究結果は、他の9つの国際会議と3つのワークショッ
プで発表した。また、アルバニアの国営テレビで、ジェンダー・バイオレンスとセクシュアル・ハラスメントに
対する日本の対応についてインタビューを受けた。

研究成果の概要（英文）：The main focus of the research was gathering information from NGOs and other
 people in the field on the effectiveness of responses to gender and family violence in Japan and 
other countries. Mostly this was done through direct interviews. The Covid-19 pandemic had a 
significant on the project, causing several delays and making collaboration and participation in 
international events and fieldwork, in Japan and elsewhere, quite difficult. However, extensions to 
the length of the project helped overcome this.
I presented research papers based upon this research at 11 International conferences, and conducted 
1 invited guest lecture, during the period of the project. I also gave one interview on the subject 
to a national tv station.
The main findings of the research were shared in one (single author) peer reviewed paper, 3 
(co-authored) book chapters, and 3 (single author) book chapters.

研究分野：政治
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の法律では性風俗産業を「グレーゾーン」とみなしているため、そこで働く女性の搾取がより一般的になっ
ている。経済的支援やプライバシー保護など、この産業の労働者の主要な利益も満たされていない。性暴力に関
しては、最近の法律の大きな改正にもかかわらず、示談制度など多くの問題が残っている。ジェンダー規範に関
しては、男性と女性の労働者間の変化のダイナミクスに焦点を当てたコミュニケーションと関係を構築できなか
ったことが、男性と女性の間の緊張を高める一因となっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
この調査プロジェクトは、日本の男女平等ランキングが非常に低いという事実に基づいてい
る。高い経済発展と生活の質にもかかわらず、世界の男女平等ランキングで日本は 2018 年の 110
位から、2023 年には 125 位に下落した。非常に安全な国であるにもかかわらず、女性の権利と
安全が危険や搾取に対して脆弱なままである分野がいくつか存在する。日本におけるこれらの
問題の本質を研究し、諸外国に存在する問題や対応策と比較することで、これらの問題に対する
理解を深め、日本が男女平等ランキングを向上させ、女性にとってより暮らしやすく働きやすい
社会を作ることができると考えられる。また、こうした問題が子どもたちに与える影響もプロジ
ェクトの検討範囲に含まれる。 
 
２．研究の目的 
このプロジェクトの主な目的は、社会における女性の安全に影響を与える問題を特定し、その
対応策の有効性を検討することである。これらの問題は非常に多岐にわたり、数も多いが、焦点
を当てた重要な問題のいくつかは以下のとおりである。性的暴行と痴漢、女性のセクシュアル化、
セクシュアル・ハラスメント、ジェンダーによるヘイトスピーチ、性風俗産業に伴う危険性、人
身売買、家庭内暴力などである。プロジェクトの第二の目的は、これらの問題への対応に影響を
与える社会規範や価値観を検証することである。これには、司法制度における女性被害者の扱い、
女性に対する男性の態度、男女の行動や交流に対するジェンダー規範の影響、性風俗産業におけ
る性の商品化に対する態度、性産業で働く女性に対する態度といった分野を検討することが含
まれる。これらの分野の多くは大きく重なり合っているため、個別に検討するのではなく、より
総合的な方法で、いくつかの要因の相互作用を同時に検討することにした。 
このプロジェクトは、他国で同様の問題がどのように扱われているかを調査することで、この
理解を広げることを目的とした。具体的には、アイルランドとタイを参照点とした。アイルラン
ドは先進国でありながら日本と同じような経済水準にあり、タイは同じアジアの国でありなが
ら文化的特徴（集団主義、仏教徒など）が似ている。 
 
３．研究の方法 
一次調査の方法論は、インタビューと観察フィールドワークによる質的データ収集と、これら
の問題の過去、現在、発展途上の性質に関する関連報告書、論文、記事の二次テキスト分析の組
み合わせである。毎年、日本、タイ、アイルランドのさまざまな政府関係者、法律専門家、NGO
スタッフを含むグループとのインタビューが行われた。そのNGOのグループには、さまざまな
問題に直面している女性や子どもを支援するために活動している機関と、女性たち自身が自分
たちの代表となり、公的な発言力を高めるために設立した組織の両方が含まれていた。 
プロジェクトを通して、定期的に学会・学術会議にも参加した。これは、現在進行中の調査結
果を共有するためでもあるが、問題に対するより広い理解を深め、協力の可能性を探るために、
同じような分野の他の研究者とのつながりを築くためでもある。 
 
４．研究成果 
このプロジェクトの主な成果は、エメラルド出版から出版された『ジェンダー・バイオレンス、
法、そして社会』という本の一部として発表された。報告者は 3 つの単著の章と 3 つの共著の
章を執筆し、日本における性の商品化の問題、日本の性暴力法の変化、男性のジェンダー規範が
日本の女性に与える影響について考察した。現在進行中の研究に基づき、ウクライナ戦争におけ
る性暴力の政治的影響について、国際的な問題に関する会議で論文を発表するよう依頼され、こ
れに基づいて査読付きの論文も発表した。研究結果は、他の 9つの国際会議でも発表し、日本で
開催された 2つのワークショップとタイで開催されたワークショップでも共有した。また、アル
バニアの国営テレビで、ジェンダー・バイオレンスとセクシャル・ハラスメントに対する日本の
対応についてインタビューを受けた。 
主要な調査結果を要約する。性的商品化の問題に関して、日本は性風俗産業に対して二分化し
た寛容さを維持しており、一方では貞操と純潔に関する西洋キリスト教の影響を受けた規範を
遵守していないと見なし、他方ではより大きな社会的調和と性的健康を促進するという点で、性
産業を社会的善と見なしていることが分かった。この規範的態度は法的基準にも反映され、違法
でも完全合法でもないグレーゾーンに置かれている。この明確性の欠如は、この業界で働く女性
たちを、しばしば社会的烙印や虐待、不平等な法的保護の対象となる脆弱な立場に置く。さらに、
プライバシー保護の欠如や経済的アドバイスの欠如など、女性セックス・ワーカーが直面するい
くつかの大きな問題は、彼女たちの安全保障に悪影響を及ぼすが、広い社会からはほとんど認識
されていない。 
日本は最近、過去 100 年で初めて性暴力に関する法律に大きな改正を加えたが、依然として
多くの問題が残っている。その中には、女性被害者の心理的・感情的ニーズに対応するような形
で制度を変えることができなかったこと、性暴力に焦点を当てた専用の捜査・支援サービスが不



足していること、そして特に、性犯罪者が被害者に金銭を支払うことで法的処罰を回避すること
を頻繁に許す現在進行中の示談制度、つまり富裕層が意味のある処罰からほとんど逃れること
ができるプロセスなどが含まれる。 
ジェンダーの規範の問題については、日本では男性が稼ぎ手、女性が育児をするという長年の
規範が、いまだにジェンダー問題に大きな影響を及ぼしていることが分かった。女性の経済的自
由が増したからこそ、こうした時代遅れの規範に関する社会的緊張が高まっている。かなりの数
の男性が女性の社会進出に脅威を感じ、異性との交流に不快感を抱くようになったか、あるいは
男性の権威が簒奪されたことに憤慨し、女性全体に対して否定的な態度をとるようになった。試
験で優秀でなければならないという強いプレッシャーが若者にかかると、より健全なジェンダ
ー・ダイナミクスを築くような社会化の余地が十分に与えられず、この問題を悪化させる。こう
した要因は、女性差別や、多くの若い女性が搾取されている援助交際産業といった社会問題の発
展に重要な役割を果たしている。女性の社会進出を支援する政府の政策は、男性に家事により積
極的な役割を果たすよう奨励することに過度に重点を置く一方で、男女間の健全な感情的コミ
ュニケーションを築くというはるかに重要な役割を強調することを怠り、こうした要因に対処
できていない。 
プロジェクトの結果を総合すると、日本にはジェンダー規範、社会における女性の役割、そし
てこれらの問題に対する政府の対応に関連する重大な問題が依然として存在することが示唆さ
れる。しかし、どの分野においても、日本社会における女性の安全と幸福を大きく向上させるよ
うな解決策を見出す余地があることは明らかである。 
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